












はじめに 

Fanconi 貧血(Fanconi anemia,FA)は,高発癌性で知られる常染色体性劣性遺伝病である｡同

一家系内でも FA の発症年令はさまざまであるのと同時に,FA 保因者(heterozy-gote)も発

癌率が高いとの報告もあるため1),FA患者を診断した際はその家系内のFA患者の有無や保

因者の検索が不可欠である。われわれはこれまで遺伝病患者のリンパ球を Epste-in・Barr

ウイルスでトランスフォームして・リンパ芽球様細胞株(lymphoblastoid cell line,LCL)

の樹立を行っている。今回は FA の一家系の細胞遺伝学的な解析を,LCL を用いて行った。 


